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会 報 

第15 号 

一
年
延
期
と
な
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
終

了
し
、
大
き
な
感
動
を
私
た
ち
に
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。
た
だ
コ
ロ
ナ

禍
で
の
開
催
で
あ
っ
た
た
め
、
情
報
が
散
乱
し
、
国
民
が
ひ
と
つ
に
な

れ
な
か
っ
た
の
は
大
変
残
念
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
し
た
。 

「
ひ
と
つ
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

も
、
会
員
全
員
が
共
通
の
認
識
を
持
ち
、
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
進
ま

な
け
れ
ば
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
時
代
遅
れ
の

組
織
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
は
、
様
々

な
経
験
と
知
識
、
技
能
を
有
す
る
人
材
が
集
結
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
剪
定
や
除
草
、
清
掃
作
業
な
ど
、
地
域
に
お
い
て
必
要
と
さ

れ
る
労
働
力
、
需
要
に
、
対
応
が
間
に
合
わ
な
い
作
業
が
あ
る
こ
と
も

事
実
で
す
。 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
存
在
感
を
示
す
た
め
に
も
、
依
頼
の
あ

っ
た
作
業
は
で
き
る
だ
け
断
ら
な
い
で
、
誠
実
に
熱
心
に
取
り
組
み
、

事
業
主
や
地
域
住
民
か
ら
高
い
評
価
と
信
頼
を
得
て
、
地
域
の
た
め
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
多
く
の
会

員
が
シ
ル
バ
ー
に
集
結
し
、
お
互
い
を
助
け
合
い
、
楽
し
く
生
き
生
き

と
働
い
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
を
創
り
上
げ
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。 

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
地
域
の
人
々
と
の
交
流
の
輪

を
広
げ
、
「
ま
ち
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
町
民
に
愛
さ

れ
、
頼
ら
れ
、
常
に
側
に
い
る
身
近
な
存
在
と
な
る
よ
う
な
組
織
で
あ

り
た
い
と
考
え
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
が
組
織
の
仲
間
と
な
る
よ

う
、
会
員
一
人
ひ
と
り
の
声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の

よ
り
一
層
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

  地
域
に
根
ざ
し
た
シ
ル
バ
ー
を
目
指
し
て 

長
谷
川 

健
夫 

理
事
長 

あいづ美里 
あやめロード除草のようす（令和 3年 6月） 
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御自身と大切な方の命を守るため、 お一人お一人の感染防止対策、慎重な行動の徹底を！ 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
！ 

 
去
る
五
月
二
十
五
日
（
火
）
に
、
令
和
三
年
度
定
時
総
会
が
「
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
あ
や
め
荘
」
ロ
ビ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
昨
年
度
同
様
ご
来
賓
の
出
席

を
遠
慮
願
う
な
ど
限
ら
れ
た
人
数
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

会
員
の
皆
様
に
は
参
加
自
粛
を
お
願
い
し
、
書
面
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
と
な

り
、
出
席
者
十
三
名
、
議
決
権
行
使
書
提
出
者
百
六
十
一
名
、
合
計
百
七
十
四
名

に
よ
る
決
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

定
款
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
長
谷
川
健
夫
理
事
長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
以

下
の
議
案
に
つ
い
て
質
疑
応
答
の
後
、
す
べ
て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

報
告
事
項 

報
告
第
一
号 

令
和
二
年
度
補
正
予
算
の
件 

報
告
第
二
号 

令
和
三
年
度
事
業
計
画
の
件 

報
告
第
三
号 

令
和
三
年
度
収
支
予
算
の
件 

報
告
第
四
号 

令
和
三
年
度
の
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込
み
の
件 

決
議
事
項 

第
一
号
議
案 

令
和
二
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件 

第
二
号
議
案 

令
和
二
年
度
決
算
報
告
承
認
の
件
（
監
事
の
報
告
） 

第
三
号
議
案 

定
款
の
一
部
変
更
の
件 

◆
会
員
表
彰
◆
（
敬
称
略
） 

馬
場 

民
子 

 

佐
藤 

信
利 

 

長
谷
川
健
夫 

 

五
十
嵐
栄
子 

 

佐
藤 

 

進 
 

原
田 

 

明 
 

長
谷
川
丈
一 

（
福
島
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症 

関
連
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
よ
り
出
典
） 
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令和 3年度上半期講習会スナップ 

年々、講習会に参加する会員が減少してい

ます。 

需要の高い庭木剪定作業へ職種転換をして

みませんか？サービス向上と後継者育成が今

後の重要な課題です。 

 

R3.6.25 庭木剪定講習会 

R3.7.9 障子張り講習会 

R3.8.6 松の手入れ講習会 
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毎月第 3火曜日(10：30～) 

ミセス倶楽部に参加しませんか？！ 

ミセス倶楽部では、会員の皆さんの参加をお待ちしています。 
コロナウイルス対策を行いながら、就業だけではない 
楽しみ（仲間づくりや生きがいづくり）の場を目指し 
ています。 
  男性会員、非会員の方の参加も大歓迎です。 
「趣味を仲間と共有し楽しみたい！」 
「仲間とおしゃべりしたい！」 お気軽にご参加ください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合同委員会を開催しました 
 令和 3年 8月 20日（金）午後 1時 30分より令和 3年度合同 

委員会を開催し、以下の内容が話し合われました。 

安全委員会(10月の安全パトロール)、就業開拓委員会(10月 

シルバーの日事業所訪問)、普及啓発委員会(年 2回の会報発行)、 

交流研修・技能開発委員会(コロナ禍の中での今後の計画等)を話し 

合いました。 

 

*

退
職
の
お
し
ら
せ* 

 

事
務
局
職
員
馬
場
千
尋
は

八
月
三
十
一
日
を
以
っ
て

退
職
い
た
し
ま
し
た
。 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

井

手 

道

代

（
高

田

） 

栗

城

香

代

子

（
高

田

） 

坂

井

 
 

孝

（
高

田

） 

市

川 

栄

治

（
高

田

） 

佐

々

木

信

夫

（
高

田

） 

舩

田 

正

義(

高

田) 

佐

藤 

幸

三(

本

郷) 

田

代 

賢

二(

高

田) 

馬

場

 
 

茂

(

高

田

) 

山

崎 

修

市(

高

田) 

薄

 
 

雄

一

(

本

郷

) 

杉

田 

慶

一(

高

田) 

星

 
 

波

子

(

本

郷

) 

千

葉

 
 

新

(

高

田

) 

仲

島

美

枝

子(

高

田) 

 

女性部「ミセス倶楽部」♥上半期 活動報告 

R3.6.15 うんどう教室 R3.4.20 お花見散策 R3.8.17 リハビリ教室 

新
入
会
員
紹
介(

敬
称
略)

 

令
和
三
年
四
月
～
八
月 
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パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
「
多
様
性
と
調
和
」
を
理
念
に
開
催
、
重
度
障
害
な
が
ら
「
超
人
的
」
活
躍

の
パ
ラ
選
手
を
「
よ
く
や
る
な
・
す
ご
い
な
ぁ
・
今
ま
で
ご
苦
労
さ
ん
」と
心
で
叫
び
、
私
た
ち
高
齢

者
も
頑
張
ら
な
く
ち
ゃ
と
思
っ
た
感
動
の
13
日
間
で
し
た
。 

 

政
府
分
科
会
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
・ワ
ク
チ
ン
を
2
回
接
種
し
た
人
は
「
人
に
感
染
さ
せ
る
リ
ス
ク

が
低
い
」
と
し
て
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
や
会
食
へ
の
参
加
容
認
が
提
言
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
「
コ

ロ
ナ
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
」
が
条
件
、
制
限
の
緩
和
は
ま
だ
ま
だ
先
の
よ
う
で
す
。 

会
津
で
も
事
業
所
の
コ
ロ
ナ
・ク
ラ
ス
タ
ー
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
活
動
の
仕
事

を
す
る
際
は
マ
ス
ク
着
用
、
こ
ま
め
な
手
洗
い
な
ど
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。 

 

会
報
誌
「
シ
ル
バ
ー
あ
い
づ
美
里
」も
今
回
で
15
号
で
す
。
今
後
は
、
皆
様
も
参
加
す
る
「
会
員
の

広
場
」
な
ど
の
ペ
ー
ジ
を
設
け
、
“
写
真
・
川
柳
な
ど
”
投
稿
す
る
新
企
画
も
必
要
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
会
員
皆
さ
ま
の
会
報
誌
と
し
て
お
役
立
て
る
よ
う
工
夫
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

宮
川
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー(

旧
永
井
野
公
民
館)

館
内
の
清
掃
、
消
毒
、
週
2
回
花
壇
の
手
入

れ
仕
事
を
長
年
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
隣
の
小
学
校
が
廃
校
に
な
っ
た
際
は
、
元
気

な
子
供
の
姿
が
な
く
畑
に
行
く
人
だ
け
の
さ
み
し
い
道
路
で
し
た
が
、
近
年
、
跡
地
に
こ
ど
も
園

が
出
来
て
、
よ
う
や
く
元
気
な
子
供
の
声
や
姿
が
戻
り
ほ
っ
こ
り
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
ま
で
元

気
を
も
ら
え
ま
す
。 

 

ま
た
現
在
、
隣
の
給
食
セ
ン
タ
ー
が
来
春
完
成
予
定
で
す
。
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る

永
井
野
地
区
で
す
。 

介
護
施
設
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
運
転
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
の
日
替
わ
り
送
迎
表
か
ら

利
用
者
の
自
宅
と
道
順
・
経
路
を
覚
え
る
の
に
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。 

 

あ
る
程
度
、
利
用
者
の
顔
と
名
前
が
一
致
す
る
よ
う
に
な
っ
た
今
、
改
め
て
心
が
け
て
い
る
こ

と
は
、
看
板
を
背
負
っ
て
運
転
し
て
い
る
こ
と
。
介
護
の
一
員
と
し
て
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
多
く

の
命
を
預
か
っ
て
い
る
こ
と
。
常
に
目
配
り
、
気
配
り
、
心
配
り
を
忘
れ
ず
に
安
全
で
丁
寧
な
運

転
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

 

夕
方
、
最
後
の
利
用
者
を
送
り
届
け
た
後
に
、
同
乗
の
職
員
か
ら
「
お
世
話
様
で
し
た
。
何
事
も

な
く
無
事
終
わ
り
ま
し
た
。
」
の
言
葉
に
ほ
っ
と
し
て
明
日
も
頑
張
ろ
う
と
言
い
聞
か
せ
て
い
ま

す
。 

10
年
前
に
定
年
退
職
！
最
終
の
勤
務
は
、
会
津
美
里
町
か
ら
は
遠
い
三
重
県
亀
山
市
で
の
単
身

赴
任
で
し
た
。 

在
職
中
は
多
忙
で
気
が
抜
け
な
い
仕
事
だ
っ
た
せ
い
な
の
か
、
そ
の
反
動
も
あ

っ
て
退
職
後
は
の
ん
び
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
一
年
が
過
ぎ
る
頃
自
分
の
毎
日
が
暇
す
ぎ
る
こ
と

に
気
が
つ
き
ま
し
た
。 

 

ち
ょ
う
ど
そ
ん
な
時
シ
ル
バ
ー
へ
の
お
誘
い
を
頂
き
ま
し
た
。
友
人
に
そ
れ
を
話
し
た
と
こ
ろ
、

そ
の
友
人
は
言
い
ま
し
た
「そ
れ
は
世
の
中
が
ま
だ
必
要
と
し
て
い
る
証
な
の
だ
と
！
」
だ
か
ら

自
分
の
や
れ
る
事
を
や
れ
ば
良
い
と
。
背
中
を
押
さ
れ
た
の
か
、
手
を
引
っ
張
ら
れ
た
の
か
シ
ル

バ
ー
に
入
会
し
ま
し
た
。
以
来
行
動
範
囲
も
広
が
り
、
仕
事
を
す
る
事
が
少
し
は
何
か
の
役
に
立

っ
て
い
る
の
か
な
と
思
う
と
嬉
し
く
も
あ
り
ま
す
。
な
の
で
、
ま
だ
続
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

が
私
の
シ
ル
バ
ー
ラ
イ
フ
で
す
。
ど
う
で
す
か
、
皆
さ
ん
も
ご
一
緒
に
仕
事
を
し
ま
せ
ん
か
？ 

 
 

                                                                                                                    

学
校
の
卒
業
と
同
時
に
、
某
電
気
メ
ー
カ
ー
に
就
職
し
て
、
営
業
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
後
半
か
ら

は
技
術
系
の
先
端
技
術
分
野
で
太
陽
電
池
、LE

D

、
レ
ー
ザ
ー
素
子
、
液
晶
な
ど
を
経
験
し
て
約 

                                                                                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
入
会
し
ま
し
て
、
20
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
施
設
の
掃
除
、
農
作
業
の
手
伝
い
等
、
多
種
に
わ
た
っ
て

お
仕
事
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
と
同
時
に
多
く
の
会
員
さ
ん
達
と
交
流
さ
せ
て
い
た
だ
き
楽
し

い
シ
ル
バ
ー
活
動
を
送
っ
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
か
ら
は
「
普
及
啓
発
委
員
会
」に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
御
意

見
・
御
希
望
を
伺
い
よ
り
充
実
し
た
会
報
を
お
届
け
し
た
い
と
メ
ン
バ
ー
共
々
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。 

 

蛇
足
で
す
が
、
一
昨
年
の
秋
に
「
ミ
セ
ス
倶
楽
部
」
を
発
足
し
ま
し
た
。
多
く
の
会
員
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

委 

員 

長 

渡
部 

恭
子 

普
及
啓
発
委
員
よ
り
（
編
集
後
記
に
代
え
て
） 

 

入
会
し
て
感
じ
た
こ
と 

副
委
員
長 

水
野 

健
夫 

東
京
パ
ラ
閉
幕
と
会
報
誌 

コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
頑
張
っ
て
ま
す 委

員 

大
竹 

千
代 

 

派
遣
事
業
の
就
業
に
携
わ
っ
て 

委
員 

猪
股 

忠
静 

 

委
員 

浅
川 

直
宣 

 

入
会
し
て
く
だ
さ
い 
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発行所  公益社団法人 会津美里町シルバー人材センター 

〒969-6215 福島県大沼郡会津美里町下堀字中川 360番地 4   

ＴＥＬ（0242）55-1031 ＦＡＸ（0242）55-1032 

URL：https://aizumisato.fukushimaren.net/                   編集 普及啓発委員会 

 携帯電話のカメラで読み取ると

ホームページを見ることができ

ます。 

事
務
局
だ
よ
り 

（
毎
月
発
行
し
て
い
ま
す
が
、
ご
覧
に
な
ら
れ
て
い
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
直
近
の
12
号
・
13
号
を
再
掲
載
い
た
し
ま
す
。
今
ま
で
発
行
し
た
会
報
や
事
務

局
だ
よ
り
は
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
下
記
のQ

R

コ
ー
ド

を
読
み
込
む
と
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
） 

 


